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【事業目的】 

 面積が広大で、かつ医療資源の偏在が著しい北海道において、地域の医療機関では提
供できない高度・専門的医療を必要とする患者を固定翼機を活用し、医師による継続した
医学的管理の下、高度・専門医療機関へ計画的に搬送する北海道患者搬送固定翼機運
航事業を実施し、地域医療提供体制を推進する。 

  
 

ビーチクラフト２００型キングエア

乗 客 数：４名

（医師・看護師・患者・付添）

最大速度：５３３ｋｍ／ｈ／２０，０００ｆｔ

航続時間：４．５時間

航続距離：最大積載時１，１２９ｋｍ

ビーチクラフト２００型キングエア セスナ５６０型サイテーションⅤ

使 用 機 体 セスナ５６０型サイテーションⅤ

乗 客 数：４名

（医師・看護師・患者・付添）

最大速度：７９３ｋｍ／ｈ／３５，０００ｆｔ

航続時間：４．５時間

航続距離：最大積載時２，６８５ｋｍ

セスナ560型内部 



メディカルウイング事業の概要② 
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【実施主体】 

 北海道 

 北海道航空医療ネットワーク研究会（ＨＡＭＮ：ハミン）に事業の実施を委託し、固定翼機
の運航については、ＨＡＭＮから中日本航空（株）が委託を受け実施する。 

【財源構成】 

 国１／２（メディカルジェット（へき地患者輸送航空機）運航支援事業））、北海道１／２  

  

北海道 

北海道航空医療ネットワーク研究会 

（ＨＡＭＮ） 

中日本航空（株） 

委
託 

運
航
委
託 

厚生労働省 



メディカルウイング事業の概要③ 
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【搬送対象患者の基準】 

  北海道内の医療機関で入院治療中の患者で次の基準をすべて満たすもの 
 

１ 当該地域の医療機関では提供できない高度・専門的医療を必要としていること。 
 

２ 高度・専門医療機関へ転院して治療を受けることにより症状及び生命・機能予後の 

  改善が期待できること。 
 

３ 搬送中に医師による継続的な医学的管理を必要とすること。 
 

４ 搬送環境（使用可能な医療機器、室内与圧等）や搬送時間等の制約により、当該 

  事業による搬送が適当であること。 

【要請者】 

  北海道内の医療機関で診療に従事している医師 

【搬送体制】 

  計画的搬送により実施（要請が入ってから搬送に係る調整等を行い、搬送の都度、固
定翼機を北海道までチャーターするもので、即応体制は取っていない）。 



患者搬送手順① 
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① 搬送元医療機関で、搬送先医療機関を確保す 

   る。 

② 原則、搬送元医療機関で、搭乗する医師及び 

     看護師を確保する。 

  やむを得ず、確保できない場合は搬送先医療   

     機関、統括医療機関及び運航管理病院等と協 

  力の上、確保する。 

③ 搬送元医療機関はメディカルウイング要請セン 

   ターへ搬送を要請する（。 

④ メディカルディレクターが搬送元医療機関に連 

   絡し、搬送基準に基づき搬送の可否を判断す 

   る。 

患者状態等の聞き取り 

統括医療機関からの搬送要請情報を受け、搬送
基準に基づき、医学的見地から固定翼機による
搬送の可否を判断するとともに、搬送元及び搬
送先医療機関並びに消防機関等との医学的な
調整を行う航空医療に精通する医師。 

統括医療機関 

（札幌医科大学附属病院） 

メディカルウイング要請センター 

運航管理病院 

（手稲渓仁会病院） 

メディカルディレクター 

電話連絡・FAX 

医学的見地から固定翼機による
搬送をコーディネートするメディカ
ルディレクターを統括するととも
に、搬送要請の受理や搬送の医
学的検証・分析等を行う。 

統括医療機関から搬送要請情報や
指導及び助言を受け、運航実務の
調整・支援を行うとともに、固定翼機
の運航に必要な医療機器・医療資
機材の整備・管理等を行う。 

統括医療機関 運航管理病院 

搬送元医療機関 



患者搬送手順② 
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統括医療機関 

（札幌医科大学附属病院） 

メディカルウイング要請センター 

運航管理病院 

（手稲渓仁会病院） 

⑤ メディカルディレクターが搬送可能と判断した場合は運航管理者等
は運航の可否を判断する。 

コミュニケーション 

スペシャリスト（ＣＳ） 運航管理者 

連絡 連絡 

搬送可否の判断  運航の可否の判断 

搬送要請情報等に基づき搬送元及
び搬送先医療機関、消防機関、メ
ディカルディレクター、統括医療機
関等の関係機関との連絡調整を行
う。 

運航調整員 
（コミュニケーションスペシャリスト（CS)) 

搬送担当運航会社に所属する航空法第７７
条に規定する運航管理者であって、搬送要
請情報に基づく飛行計画の策定及び航空管
制の下、運航調整を行うとともに、安全な運
航を確保するため、運航の可否を判断する。 

運航管理者 

運航可能 運航可能 

決
定 

メディカルディレクター 

搬送担当運航会社 

（中日本航空（株）） 

搬送元医療機関 



患者搬送手順③ 
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統括医療機関 

（札幌医科大学附属病院） 

メディカルウイング要請センター 

運航管理病院 

（手稲渓仁会病院） 

コミュニケーション 

スペシャリスト（ＣＳ） 
運航管理者 

⑥ 搬送が決定した場合は、ＣＳは統括医療機関、運航管理 

   病院など連携の上、空港までの搬送手段や空港、消防等 

   の関係機関との調整を行う。 

⑦ CSは搬送方法、日時等を決定し、搬送計画を関係 

   各所へ連絡する。 

搬送先空港 

搬送先消防 

搬送先医療機関 

搬送元空港 

搬送元消防 

搬送元医療機関 

メディカルディレクター 



患者搬送手順④ 
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コミュニケーション 

スペシャリスト（ＣＳ） 運航管理者 

⑧ メディカルウイングは、県営名古屋空港から搬送元空港へ出発。 

   ※状況に応じて搬送前日に入る場合あり。 

    



⑨ CSの連絡に基づき搬送元医療
機関が119番で救急搬送を要請
し、搬送が開始する。 

患者搬送手順⑤ 
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統括医療機関 

（札幌医科大学附属病院） 

メディカルウイング要請センター 

運航管理病院 

（手稲渓仁会病院） 

コミュニケーション 

スペシャリスト（ＣＳ） 

搬送先空港 

搬送先消防 

搬送先医療機関 

搬送元空港 

搬送元消防 

搬送元医療機関 
メディカルディレクター 

搬
送
要
請 

１１９番 

支援要請 

運航実務の調整・支援 

必要な医療機器・医療
資機材の整備・管理等 

① 

② 

③ 

⑤ 

④ 

⑥ 

⑦ 

搬送終了 

⑥’ 
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平成２９年度患者搬送実績 
平成２９年７月３０日運航開始～平成３０年３月３１日まで 

搬送件数：全２１件 

道内搬送 １８件 

札幌市 １７件 

旭川市  １件 

道外搬送 ３件 

東京 １件 

横浜 １件 

大阪 １件 

札幌後志

根室

オホーツク

上川

日高

十勝

釧路

胆振

渡島
檜山

空知

留萌

宗谷

６回

４回

２回

１回

１回

４回

旭川

１回 ２回



年齢区分 合計 

 出 生     ～ １ヶ月未満 ４名 

１ヶ月以上  ～    ７歳未満 ３名 

  ７歳以上  ～   １５歳未満 １名 

１５歳以上 ～  ６５歳未満 ９名 

６５歳以上 ４名 

疾患区分 人数 

小児先天性疾患 ５名 

心大血管系疾患 ４名 

外傷系疾患 ２名 

血液系疾患 ２名 

消化器系疾患 １名 

呼吸器系疾患 １名 

周産期系疾患 １名 

その他 ５名 

平成２９年度患者搬送実績 
平成２９年７月３０日運航開始～平成３０年３月３１日まで 

0

1

2

3

4

5

6

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成29年度月別運航実績件数 

12 
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搬送先空港
から

搬送先医療機関まで

年齢
区分

性
別

疾患群
都道府県

所　在
市町村

搬送手段

搬送元
空港
離陸
時間

搬送先
空港
着陸
時間

飛行
時間

搬送手段

1
出生～１ヶ

月未満 女 小児先天性疾患
十勝総合

振興局管内
北海道 札幌市 救急車 09:15 09:50 00:35 救急車 01:58 帯広空港 丘珠空港 ８月

2 ６５歳以上 男 心大血管系疾患
宗谷総合

振興局管内
北海道 札幌市 救急車 13:40 14:35 00:55 救急車 02:10 稚内空港 丘珠空港 ９月

3
１５歳以上

～６５歳未

満
男 外傷系疾患

渡島総合
振興局管内

北海道 札幌市 救急車 09:45 10:30 00:45 救急車 02:06 函館空港 丘珠空港 ９月

4 ６５歳以上 男 心大血管系疾患
十勝総合

振興局管内
北海道 札幌市 救急車 12:20 13:05 00:45 救急車 02:08 帯広空港 丘珠空港 ９月

5
１ヶ月～７

歳未満 男 小児先天性疾患
宗谷総合

振興局管内
北海道 札幌市 救急車 12:10 12:55 00:45 救急車 01:46 稚内空港 丘珠空港 10月

6
１５歳以上

～６５歳未

満
女 血液系疾患

オホーツク
総合振興局管内

北海道 札幌市 救急車 11:50 12:45 00:55 救急車 02:18 女満別空港 丘珠空港 10月

7
１５歳以上

～６５歳未

満
女 その他

渡島総合
振興局管内

北海道 札幌市 救急車 10:05 10:40 00:35  救急車 01:52 函館空港 丘珠空港 10月

8 ６５歳以上 男 外傷系疾患 石狩振興局管内 神奈川県 横浜市 救急車 13:25 15:10 01:45 その他 03:35 丘珠空港 羽田空港 10月

9
１５歳以上

～６５歳未

満
女 その他

渡島総合
振興局管内

北海道 札幌市 救急車 10:10 10:45 00:35 救急車 01:39 函館空港 丘珠空港 11月

10
出生～１ヶ

月未満 女 小児先天性疾患
釧路総合

振興局管内
北海道 札幌市 救急車 11:35 12:20 00:45 救急車 02:03 釧路空港 丘珠空港 11月

患者
搬送
時間

（Door
  to

 Door)

搬送元空港 搬送先空港 備　　考

搬送事案一覧（平成29年度）

№

患者概要

搬送元医療機関
所在振興局

搬送先医療機関
搬送元医療機関

から
搬送元空港まで

出　動
時間経過



14 

搬送先空港
から

搬送先医療機関まで

年齢
区分

性
別

疾患群
都道府県

所　在
市町村

搬送手段

搬送元
空港
離陸
時間

搬送先
空港
着陸
時間

飛行
時間

搬送手段

11
１５歳以上
～６５歳未

満
女 呼吸器系疾患

宗谷総合
振興局管内

北海道 札幌市 救急車 14:45 15:35 00:50 救急車 02:26 稚内空港 丘珠空港 11月

12
１５歳以上
～６５歳未

満
女 周産期系疾患

オホーツク
総合振興局管内

北海道 札幌市 救急車 08:45 09:35 00:50 救急車 02:32 女満別空港 新千歳空港 11月

13
１５歳以上
～６５歳未

満
女 心大血管系疾患 石狩振興局管内 大阪府 吹田市 救急車 10:40 12:40 02:00 救急車 04:26 新千歳空港 伊丹空港 11月

14
出生～１ヶ

月未満 女 小児先天性疾患 石狩振興局管内 東京都 世田谷区 救急車 11:20 13:10 01:50 救急車 05:10 新千歳空港 羽田空港 12月

15
１ヶ月～７
歳未満 男 その他

十勝総合
振興局管内

北海道 札幌市 救急車 10:15 11:00 00:45 救急車 02:49 帯広空港 新千歳空港 12月

16 ６５歳以上 男 心大血管系疾患
釧路総合

振興局管内
北海道 旭川市 救急車 11:40 12:25 00:45 救急車 02:13 釧路空港 旭川空港 1月

17
１５歳以上

～６５歳未
満

女 その他
渡島総合

振興局管内
北海道 札幌市 救急車 10:50 11:25 00:35 救急車 02:11 函館空港 新千歳空港 １月

18
７歳～１５
歳未満 女 その他

十勝総合
振興局管内

北海道 札幌市 救急車 10:30 11:10 00:40 救急車 02:44 帯広空港 新千歳空港 2月

19
出生～１ヶ

月未満 男 小児先天性疾患
渡島総合

振興局管内
北海道 札幌市 救急車 13:50 14:20 00:30 救急車 02:13 函館空港 新千歳空港 2月

20
１５歳以上

～６５歳未
満

男 消化器系疾患
宗谷総合

振興局管内
北海道 札幌市 救急車 12:15 13:15 01:00 救急車 03:05 稚内空港 新千歳空港 2月

21
１ヶ月～７
歳未満 女 血液系疾患

渡島総合
振興局管内

北海道 札幌市 救急車 11:15 11:50 00:35 救急車 02:04 函館空港 新千歳空港 3月

患者
搬送
時間

（Door
  to

 Door)

搬送元空港 搬送先空港 備　　考

搬送事案一覧（平成29年度）

№

患者概要

搬送元医療機関
所在振興局

搬送先医療機関
搬送元医療機関

から
搬送元空港まで

出　動
時間経過



15 

搬送先空港
から

搬送先医療機関まで

年齢
区分

性
別

疾患群
都道府県

所　在
市町村

搬送手段

搬送元
空港
離陸
時間

搬送先
空港
着陸
時間

飛行
時間

搬送手段

1
１ヶ月～７歳

未満 男 小児先天性疾患
渡島総合

振興局管内
北海道 札幌市 救急車 11:18 11:55 00:37 救急車 01:27 函館空港 丘珠空港 ４月

2 ６５歳以上 男 心血管系疾患
釧路総合

振興局管内
北海道 札幌市 救急車 10:45 11:25 00:40 救急車 02:00 釧路空港 丘珠空港 ４月

3
１５歳以上

～６５歳未

満
女 血液系疾患

オホーツク総合
振興局管内

北海道 札幌市 救急車 09:15 09:55 00:40 救急車 01:55 女満別空港 丘珠空港 ４月

4
１５歳以上

～６５歳未

満
男 その他

渡島総合
振興局管内

北海道 札幌市 救急車 09:55 10:30 00:35 救急車 01:38 函館空港 丘珠空港 ４月

5
出生～１ヶ

月未満 男 小児先天性疾患
釧路総合

振興局管内
北海道 札幌市 救急車 11:55 12:35 00:40 救急車 02:18 釧路空港 丘珠空港 ４月

6
１ヶ月～７歳

未満 男 小児先天性疾患
釧路総合

振興局管内
北海道 札幌市 救急車 10:30 11:15 00:45 救急車 01:44 釧路空港 丘珠空港 ５月

7

8

9

10

患者
搬送
時間

（Door
  to

 Door)

搬送元空港 搬送先空港 備　　考

出　動
時間経過

搬送事案一覧（平成30年度）

№

患者概要

搬送元医療機関
所在振興局

搬送先医療機関
搬送元医療機関

から
搬送元空港まで



事業の検証について① 

16 

運航調整委員会について 

目的 専門的見地からその結果の分析・事後検証等を行い、より安全・
効果的で円滑な運航や連携体制の在り方などを医療機関、消防
機関等の関係者で検討・協議し、事業の円滑で効果的な推進を
図る。  

メンバー 医療機関関係者（医育大学教授、救命救急センター長など）、消
防機関関係者、国土交通省（空港事務所）、海上保安庁、航空
自衛隊、海上自衛隊、市長会、町村会、北海道（事業担当課以
外の消防担当、防災ヘリ担当部署を含む） 

開催回数 年2回程度 

H29 

開催日 平成30年3月23日 

概 要 
 

・事後検証部会で検証された内容・運航実績について報告。 

・平成29年度の最終的な報告は次回の委員会において行う。 

・次回は7月頃の開催を予定。 



事業の検証について② 

17 

事後検証部会について 

目的 運航調整委員会において、より安全・効果的で円滑な運航や連
携体制の在り方などを検討するため、専門的見地から運航結果
の分析・事後検証等を行うことを目的とする。  

メンバー 北海道、搬送元医療機関代表、高度・専門医療機関代表、医師
会、消防機関、統括医療機関、運航管理病院、HAMN,搬送担
当運航会社 

開催回数 年３回程度 

H29 

開催日 平成30年1月28日 

概  要 搬送（17件：開催時点）及びキャンセル・相談を含む全ての事案
について検証を行った。 

・搬送事案については、全て搬送基準を満たしており「妥当」とさ 

  れた。 

・キャンセル及び相談事案への判断は「妥当」とされた。 
 


